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サケ ONOORHYNOHUSKETA脳下垂体の形態学的研究

(1) 腺性下垂体の微細構造

長浜嘉孝*・山本喜一郎*

Morphological Studies on出ePitui切ryof出.eChum Salmon， 
ONOORHYNOHUS KETA (1) Fine structure of the adenohypophysis 

Yoshi旬kaNAGAHAM且 andKiichiro YAMAMOTO 

Abstract 

百.eglandular ool1s in七headenohypophysis ofぬ.echum自由，lmon，。別俳句'n-
c加 8 keta， during their an晶むomousmigr品叫on，ha.ve b田ninvestig晶，tedin the 
present sもudy_ Ob駒，rvationswi仏仏.eaid of light- 阻 d electron microscopy 
m刊晶，lednine glandula.r cells in曲。 pro-，meso・ andmeもa-吋阻0匂poph:戸is_
The prola.侃in-producingω，l1soccupying the mo前 pa.rtof伽 pro-adenohypo・
physis are columnar in sh晶，peand a町姐gedin色heform of follicles. They contain 
se剛志orygranules me品目uring200-350 mμin diame飴，r，which are genera11y round 
h 日h畠，peb叫 BOmetimes indefiniωMoreover， ぬ.eyare in 白色rictcon:句ctwi仏
師 cho品。，rby tight junωio国晶nddesmosomes and posse日呂田O明。 cilia晶ndmicrovilli 
on ぬ.e s.凹 fa冊 facing 仏.efollicul晶，rlumen. The coωr凶耐色“出i怜coω色trophs且 a釘，re暗 s前もaine吋d 
昌旬peωG温cia岨且y w訓iぬ M晶eωCo帥 ill'目 le帥a吋d-hema品加志ωo豆y列Iin ar叩ld仏e可yare fおound 泊 the 
干刊'en:加med品1泌M晴叫1e吋d匂g伊冶 of 仏伽.epr抑，ro
0ωompos関edof七woor 色hr明 rows0ばfce11日. The secr的orygranules of the凹Us
me崎町唱 150-250m，μindi品me志era.nd show various elecも，rondensities， and色，heir
limiもingmembranes are often separ晶句dfrom 仏.egranul品rω，res. 唖 esomato-
旬。phswidely distributed in the me日0・晶denohypophysisare strongly sぬinedby a.cid 
dyes. These ce11s inclu伽 manymembrane-bound sec醐 orygranules ranging from 
200もo300mμin di晶meter，which are high in electron densi色y晶ndare round in 
shape. Moreo刊 Ir，inぬemeso-a.denohypophysis伽 okinds of basophil日 canbe 
perceived. The fir白色色ypeofb品目ophilsoccup肘ngもhedorsa.l p副 ofぬislobe shows 
a weak a伍nityもoany basic dye. The駒ぽ宮古orygr晶nulesof也hece11s me制ure
abou色200mμindi晶聞伽and晶，reoften obse町 ed泊 theexもendedci前em晶eofも.he
rough endoplasmic帥 iculum. These morphological伽，ra伽 ristic園田n:firm伽七
世，hefirsもも'ypeof bωophils晶ppe脚色obeぬyro位。phs. The seωnd色'ypeof baω-
phils occupies the mo的 partof由。 cen:も，ralregion ofもhemeBO・adenohypophysisin 
もhefish d町 ing曲。晶nadromousmigra色ion. The 0011崎町epositiveも0晶ldehyde
fuchsin組.dP AS reaction晶ndare charac旬，rizedbyぬ.epr，ωenωof two kinds of 
gran:叫.es，i.e.， many high electron dense granules ranging from 200-300 mμin 
diame回 anda few low electron der脚 granulesof abou色2μin七helarg酬. These 
fh抗uresωn:firm色ha.t色hese∞叫も，ypeof b品目。philsappea.rs色obe go幽 dotrophs.

*北海道大学水産学部淡水増殖学講座

(Lab併窃伽"y01 Fresh-Water Fish・Oulture，Facul吻01Fisheries， Hokkaulo Uni世ersity)
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Besidesもhesecell色，ypes，chromophobes and un，必宜erenもia.旬dcells are included in 
もhe meso・晶denohypophysis. The component glandular cells of 七he meta-
adenohypophysis can be divided in七otwo cell typ古田b晶sedon electron microscopical 
observ的io田， i.e.， one type includes secre色orygranules measuring abou色200mμ 
and也.eother includes those measuring about 300 mμHowever， at presenもthe
function ofもheseωllsi日noもknownat all. 
The glandul晶rωIIωlumnof也@晶denohypophy日isas we11 as neurohypophysis 
are usua11y inもouchwiもha出inlayer of fibrobla.stic田 11scovered by a basemen七
membr姐 .e8・ Thus，もhegl組 dularcells inもhea.denohypophysi日晶，renoもd国 ct1y
inωnta.ct wiぬ neurohypophysis. The endo色，helialcells of capillaries ha.ve some 
fenestra.e of a.bouも 600-800λindia.me句Ir，帥ohfene8tra. being bridged by a 
single-la.yered membrane田pa.ra..色inga blood oavity from the surrounding peri-
oapillary cavity. Fibrobla.stic cells晶，rea.lso situ品加dou旬iおもhe peric晶，pillary
ca.vitya.ndぬ，eya.re in direct con句ctwiもhthe glandular ce11s. 

緒冨

硬骨魚類の脳下垂体IL関する形態学的研究は主として光学顕微鏡を用いて行なわれて来たが，脳下

垂体を形成する細胞は小さし かつ多様な細胞が混じて複雑な構造をしているので従来の研究では各

種ホルモン産生細胞を決定する ζとは極めて困難であった。最近になって電子顕微鏡を用いて硬骨魚

類の脳下垂体の研究が行なわれるようになり (Kurosumiet al.， 1963; Oz包rt，1966;Knowles and Vol-

lrath， 1966; Dharmamba and Nishioka， 1968 ; Nagahama and Yamamoto， 1969a)，各種ホルモン産

生細胞も次第に明らかにされて来たが， その成果はまだ極めて少とよく，硬骨魚類全般について統一的

見解を得るには程遠い状態にある。

サケ科魚類の脳下垂体についても光学顕微鏡による報告はかなりなされて来た (Olivereau and 

Ridgway， 1962 Robertson and Wexler， 1962a， b;van Overbeeke and McBride， 1967 ; Fagerlund 

et al.， 1968 ; McBride and van Overbeeke， 1969)が，電子顕微鏡による観察は極めて少なく現在の

と乙ろ Fol1enius(1963)のニヲマス (Salmoirideus)， Nagahama and Yamamoto (1969b)のヒメマ

ス (Oncorhynιhusnerka) についての報告があるのみで各種腺性細胞の微細構造についてはなお不

明の点が多し きらに詳細な研究が期待される。 そζで今回著者らは湖上期のサケ (Oncorhynchus

keta)脳下垂体を電子顕微鏡によって観察し，その微細構造を明らかにしたので報告する。

なお本稿を草するにあたり，材料の蒐集に多大の便宜を与えられた北海道サケ・マス1静化場佐野誠
三氏，西野一彦氏，疋田豊彦氏及び同十勝支場長星野克己氏はじめ場員の各位および北海道サケ・マ

ス事業協会，会長三原健夫氏，同協会十勝支所長平野昇氏等IL厚く御礼申し上げる。なお本研究の費

用の一部:土日本鮭鱒資源、保護協会からの研究補助金によった。

材料と方法

観察に用いた湖上期のサケ (Oncorhynchusketa)は北海道の厚内沿岸，十勝川河口域の大津およ

び打内，十勝川中流域の千代田で捕獲されたものであり，採集は 1966年 9，10月， 1967年9，10，11

月に行なった。さらに比較のために一部淡水中で飼育した 2年魚も材料として使用した。

体重，体長，生殖巣重量などを測定した後，脳下垂体，生殖巣などの組織はその場で固定した。脳

下垂体は光顕用としてBouin液， Zenker-formol液， Ciaccio液で固定後，通常パラフィン法により

5-7μ の連続切片とし， Heidenhainの azan，aldehyde fuchsin， P AS， alcian blue-P AS， r由記onaill
(1947)の鉛ヘマトキシリンなどの方法で染色し検鏡花供した。電顕用としては脳下垂体を前，中，後

腹性下重体の部分1(.分け，各々を小片として Millonig液又は Weber液で 2-4時間固定した。一部

6.25 96 Glutalaldehydeで前固定し，その後Millonig液で上と同様K固定し通常法11:従ってエポキシ
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樹脂K包型車した.超薄切片はグラスナイフで切0-8∞Aとし，酢酸ウラニール，鉛の2重染色を施し，
日立-HS-7型電子顕微鏡を用いて観察した。さらに Epon包埋の1μの厚切切片を作成し， Richardson 

et al. (1961)の方法で染色し，超薄切片との比較に供した。

結果

。サケ脳下垂体の一般形態
湖上期サケの脳下垂体は上下に長い紡錘形で，底辺の径は約5mmx 3mm，高さ 5mmであり，

他の多くの魚類で報告されているように前，中，後腺性下重体と神経性下重体とに区別される。生の

材料では前線性下重体は白色，中腺性下重体は乳白色，後腺性下重体は桃色を呈し， ζの3者は組織

切片によらずとも容易に区別し得る。しかし腺性下重体と神経性下垂体との区別は組織切片(図1，2)
を検鏡する ζとで始めて明確になし得る。前腺性下重体は下重体の前端Ir.位置し， 中および後腺性下

腺体Ir.比し小さい。乙の部位には 2種の腺細胞が認められる。乙の部分の多くは鴻胞状に配列し，酸

性色素に強く染まる洋梨形の細胞からできている。乙の細胞はいわゆる Prolactin産生細胞である。

前腺性下垂体の正中線付近の神経性下重体に接した部分Ir.M:acConai1lの鉛ヘマトキシリンに強く染

まる円柱状細胞が棚状の細胞層を作って存在する。 ζの細胞はその形態および染色性から ACTH室

生細胞と判断される。前腺性下重体に接して中腺性下重体が存在するが， 湖上期の個体では ζの中業

部分は下重体の多くの部分を占めている。 ζの部分の背側tζはazocarmineG， orange Gなどに強く染

まる円形の中形の細胞が広く分散しているが， ζれは STH産生細胞である。 またζれと混在して多

角形の比較的大きな細胞が存在する。 ζれらの細胞は塩基性色素K弱く染まり， PASK対しても陽性

であり，その微細構造からして TSH産生細胞と考えられる。 ζの外K小形の未分化の細胞および大

形の色素嫌性細胞も ζの部分に見出きれる。 また中腺性下室主体の腹側には塩基性色素K強く染まる円

形の細胞がみられる.乙の細胞の絞は普通そのー側に偏在する。未熟な個体では ζの細胞は数が少な

いが，湖上期のものでは中腺性下重体の細胞中最も数が多い.ζの細胞は GTH産生細胞と推察され

る。背側Ir.認められた STH産生細胞は乙の部分にも散在している.後腺性下重体も比較的大きいが

との郁位には最も多くの神経性下重体の分枝が入り込んでいる。光顕による観察からは ζの部分の細

胞は一種類とみなきれたが電顕による観察で ζれらの細胞は分泌頼粒の大きさやその数から 2種の細

胞型Ir.区別するのが妥当である乙とが明らかにされた。 さらに下重体が脳と接する間脳の底部には軸

索を有する非常に大形の細胞が認められ，それは m姐染色で青紫Ir.染まる{図的。

2) 各穫にみられる腺細胞の微細構造について

A) 前腺性下重体

i) pro1actin産生細胞; 前線性下重体の大部分を占め azan染色では azocarmineG， Halmiの

aldehyde fuchsin染色では lightgreenなど，酸性色素で強く染まる{図4)。しかし拍c白naillの

鉛ヘマトキシリンには染まらない(図5)0osmic酸固定， Epon包埋， azur 1 -methylene blue染色の

1μ切片では細胞質が極めて濃厚な青色Ir.染色される.細胞は洋梨形で，短径5-7μ，長径10-15 

μでその一端K 1-2個の仁を含む核を有する{図的。 ζのような細胞は鴻胞状配列を示すがその

中心部の腔tとはしばしばaldehydefuchsin陽性のコロイドがみられる.きらIr.ζのような鴻胞が数傍

集まって∞lumnを形成する。上Ir.述べたように鴻胞を形成する細胞は一般に酸性色素Ir.強く染まる

が中には好酸性をほとんど示きない瀦胞もある.細施質内Ir.多数認めちれる分泌瓢粒は円形もしくは

楕円形で大きさは加0"""350mμ あり電子密度は均一で高く，一般には核の周辺部に多く分布する{

図13)。粗面小胞体は種々の形態を示すが淡水飼育 2年目のものでは非常に良く発達し顕著な層板状

記列を示している(図 14)。 ζの外にやや拡張した粗面小胞体が分泌願粒の聞に存在する.ゴルジ体

は核の周辺部に多いが，細胞質の中央および周辺にもしばしば存在する。またゴルジ蜜の内部lζは小

きな願粒状の物質が観察される.糸粒体は多〈は棒状であるが円形もしくは楕円形を呈するものもあ
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り一般に大形である.腔を取り囲む細胞は tightjunctionとdesmosomeで互いに結合され，腔側の一

端tζ短かい繊毛と 9+2の典型的な繊維束から成る線毛が認められる。

ii) ACTH産生細胞(Corti∞仕oph); 乙の細胞は前腺性下重体の正中線付近の神経性下重体に接

する部分K普通2-3層の細胞が楓状の層を作って存在する。 aldehydefuぬsin染色および館組染

色などではどの染色弗011:対しても強い親和性を示さないが，陥記onaillの鉛ヘマトキシリンでは非常

11:強く青紫に染色される(図的。普通は円形もしくは円柱状で直径は 7-12μ である。核は円形も

しくは楕円形で一般に細胞の中心部に位置し.1-2個の仁を有する。 osmic酸固定.Epon包埋，

azur 1 -methylene blue染色の 1μ 切片では Prolactin産生細胞が極めて強く青色Ir.染色されるのに

対して.ACTH産生細胞は微細な頼粒状構造を示し染色性に乏しい(図的。分泌頼粒は 150-250μ

で固定液によって形態が異なる。 osmic酸単独固定では多くは小形の空胞状を呈しまれに充実性の頼

粒として認められる(図 16)。ま t~ Weber固定では一様に電子密度を増すが，乙の場合も充実性の

頼粒から有芯状の穎粒まで種々の形態を示す(図 15)。粗面小胞体はやや拡張し，分泌頼粒の聞に存

在するが時には平行層板状を呈する ζともある。糸粒体は棒状もしくは円形で数は余り多くなくぽi-

staeの発達もよくない。また細胞質中に繊維構造が認められる ζとがある。

B) 中腺性下垂体

iii) STH産生細胞 (Somatotroph); 乙の細胞は azocarmineG. orange G. acid fuchsinなどで強

く染色される。形は円形もしくは楕円形で，大きさは 10-15μ あり核は普通細胞の中心1<::位慢して

いるが時には周辺部に位置する ζともある。中腺性下主主体全体に広くみられ，好塩基性細胞などと混

在して∞lumnの中1<::分布し， 一般に群を形成するととは少ない(図 9)0 osmic酸固定.Epon包埋，

azur 1 -methylene blue染色の 1μ 切片では非常に濃い青色に染まる{図 12)。円形の分泌穎粒は

2∞~ぬOmμで電子密度は均一で高く， 普通細胞質全体1<::分布している(図 17)。特11:湖上期のも
のにみられる非常に強い好酸性を示す細胞では，極めて多数の分泌頼粒が細胞質内に広く分布してい

る。小胞体は粗面でやや拡張し普通分泌頼粒の聞に広く分布する。時には細胞質周辺に平行層板状の

小胞体も認められる.ゴルヲ体は核周辺1<::集中して存在し.3 -4枚の平行1<::配列したゴル?層板と

その内側のゴルヲ小胞および外側のゴル~空胞から成り， 乙の小器官での頼粒の産生もしばしば観察

される。糸粒体は棒状もしくは円形で中程度に発達している。

iv) 好塩基性細胞第一型 (TSH産生細胞.Thyrotroph) ζの細胞は anilineblueなどの塩基性

色素1<::弱く染まり PAS. aldehyde fuchsin 11:対しても，強くはないが明白な陽性反応を呈する。多く

は中腺性下垂体の背側部の∞lumnの周辺部に位置している。円柱状もしくは多角形で大きさは 10-

15，..その核は普通細胞の中心にみられる。湖上期のサケではしばしばその細胞質の空胞化が観察さ

れる。 osmic酸固定.Epon包埋.azur I -methylene blue染色の 1μ 切片では細胞質は非常に明るく

その中1<::明白な空胞とわずかに青緑に染色される微細な穎粒が見られる。 ζの細胞は電顕写真でも他

の細胞型Ir.比して極めて明るい。核には深い切り込みがあり，細胞質には拡張した粗面小胞体が全般

に密11:分布している。分泌頼粒は種々の電子密度を示し，形態的にもしばしば極めて特異的である。

大きさは約 2∞mμで，小胞体費内1<::存在し，いわゆる in飽rcisternalgranulesの様相を呈する。さ
らに小胞体嚢内にはより電子密度の低い物質が存在するとともある。発達の良くない棒状形の糸粒体

やゴルヲ体も認められる{図 18)。

v) 好塩基性細胞第二型(GTH産生細胞.Gonadotroph); との細胞は淡水中で飼育した2年目の未

熟な個体ではほとんど観察きれなかったが，湖上期のものでは全ての個体1<::認められ中腺性下重体の

細胞中最も卓越していた(図7)。また前線性下重体中の鴻胞の中にもしばしばみられ湖上中に顕著f.;.

変化を示す。 ani1ineblueなどの塩基性色素lとよく染まりさら1<::PAS陽性でaldehydefuchsin 1とも強

い親和性を示す。直径15-20μの円形もしくは円柱状の細胞で中腺性下重体の腹側の∞，lumn中1<::特

に多い。核は普通一方に偏在している。図81<::示すように細胞質中に最大直径 2μに遺する aldehyde
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fuchsinやPASIと濃染する頼粒が存在するのが， ζの細胞の特徴である。電顕観察でもとの細胞の細

胞質中には限界撲を有する大小 2種類の穎粒が存在する(図 19)。大頼粒は大きいもので直径2μに

も達するが電子密度は低い。一方小頼粒は 200--300mμ でその電子密度は一般に高い。拡張した粗

面小胞体は細胞質全体に分布しており平行層板状を示すものは極めて少ない。ゴルジ体は 2-3枚の

ゴルヲ層板とそれを取り囲む少数のゴルク小胞， ゴJレラ空胞から成るがその発達はあまり良くない。

糸粒体は全般に棒状であるが不規則な形をしたものも認められ cris組eは中程度に発達している。

vi) 色素嫌性細胞 (Chromophobe); ζの細胞は中腺性下重体の背側部の∞lumn中に一般には

5TH産生細胞と混じて存在する。 15-20μの大形の細胞で核は普通その中心にある。細胞質はどの

染色剤Il:対しても親和性を示きない{図9)。

vii) 来分化細胞; 乙の細胞は色素嫌性細胞と同様に中腺性下重体の背側部の∞lumn中にあり

多くは群をなして存在し，円形もしくは楕円形である。細胞質は極めて少なく核が細胞の大部分を占

めている{図10)。

C) 後腺性下重体

後腺性下重体には前述したように神経性下重体が深く入り込んでいるが， ζれらは腺細胞の∞lumn

とは anilineblue 11:染まる膜によってへだてられている。後腺性下主主体の腺細胞は azan染色では一般

に桃色に染色されるが時には全く染色されず，白味を帯ぴているζともある(図11)。 またPAS，alde-

hyde fuchsinなどにもほとんど親和性を示さず，わずかに鉛ヘマトキシリンで薄く染色される。以上

の染色反応はいずれの腺細胞でも殆んど同じで， ζの結果から細胞型を区別するととは困難である。

また細胞質中には alcianblue-P AS法で青紫iζ染色される小さな 1-2個の頼粒の構造が認められる。

ωlumn周辺部の細胞は， 神経葉との聞に存する薄い膜tとぞって一層の細胞層を形成するが， ωlumn

中心部の細胞の配列には規則性はない。また時には分裂中の細胞が観察される乙とがある(図11)。上

11:述べたように染色位の相違からは後腺性下垂体の腺細胞ぞ 2種以上の細胞型11:区別するととはでき

なかったが電子顕微鏡による観森では細胞の外形及ぴ分泌寂粒の大きさなどから少なくとも 2 種以

上の細胞に区分する必要があるように思えんすなわち第一型の細胞は拝状形をしており，分泌頴粒

は約 200mμ と小さし電子密度は一般に高い(図 20)。粗面小胞体は拡張したものや平行層板をな

したものが細胞質全体K分布している。ゴルク体の発達はあまり良くない。糸粒体は一般に棒状であ

るが種々に変形したものが認められる。第二型の細胞は大形の細胞で分泌頼粒も約300mμ と第一型

11:比して大きいが，その数は極めて少ない(図21)。核には切れ込みがあり不規則な輪郭を示す。粗

面小胞体は平行層板状で細胞周辺に多い。ゴル~体は 2-3 枚のゴルラ層板，ゴル、フ小胞から成り棒

状もしくは円形である。またその細胞中に 1-2個の電子密度の低い不規則な輪車ISを示し，限界膜を

有する大形の lysωomeと思われる物体や繊維構造などがしばしば観察される(図22)。

D) 毛細血管，神経性下重体および腺細胞との関係

図12はosmic酸固定， Epon包埋， azur 1 -methylene blue染色の中腺性下重体部分の lμ切片か

ら得られたもので腺細胞，神経性下重体，毛細血管との関連を示したものである。毛細血管の周囲に

は内皮細胞が存在し，それらと腺細胞との問には種々な広さの血管周囲腔が観察される。中腺性下重

体11:入り込む神経性下重体内には aldehydefuchsin 11:濃染する神経分泌物質の蓄積はほとんど認めら

れない。細胞質11:乏しく核のみが判別できる pituicyteがみられる。腺細胞は極めて薄い一層の膜に

よって固まれ∞lumnを形成する。そして腺細胞と膜との問には普通1個の仁を有し，多角形の核を

持つ細胞質11:乏しい扇平な細胞が認められる.乙れらの微細構造を示したのが図 23-27である。毛

細血管の周囲は扇平で核部分がふくれた内皮細胞によって固まれている(凶25)。内皮細胞の細胞質に

は少量の拡張した粗面小胞体ゃ拝状形の糸粒体，遊離したリボゾームなど見られる。また内皮のと ζ

ろどとろには直径約ω0-800Aの小孔が観察され，それぞれの小孔は薄い一層の膜に架橋されてい

る。毛細血管内皮の外側には毛細血管周囲腔が存在する。 乙の腔は一般には不均一な構造を示し，疎
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性結合組織から成ると考えられ，時には毘原繊維なども観察される(図24)。乙の腔中には種々の大き

さの ly旬開me，粗面小胞体，発達したゴルヲ体などを含む不規則な形をした血管周囲腔細胞がよく見

られる(図26)。図27は2つの∞lumnが接する部分をあらわしている。各々の∞，lumnは一層の基

底撲によって固まれているが，その基底膜と腺細胞との聞には特徴ある細胞が存在する。それは周平

で大きな核を有し，細胞質中には遊離したリボゾーム，小胞，棒状もしくは円形の糸粒体などを有し，

また豊富な繊維が細胞質の内外11::観察される。さらに各々の∞lumnを取り囲む基底膜の聞は疎性結

合組織で埋められている.図 2311::∞1田nnと神経性下重体が接する部分が示された。神経性下重体も

やはり一層の基底膜によって閉まれているので，腺細胞と神経性下重体とは 2枚の基底膜およびそれ

らにはさまれた結合組織によってへだてられており直接に接するととはない.

考療

サケ科魚類の脳下垂体に関しては， 光学顕微鏡による組織学的研究はいくつかなされていて (01-

iv紅白uand Ridgway， 1962; Robertson and Wexler， 1962 a， b; van Overb百~e and McBride， 1967; 

Fagerlund et al.， 1968; McBride and van Overbeeke， 1969)前腺性下重体には Prolactin産生細胞，

ACTH産生細胞，中腺性下重体にはSTH産生細胞， TSH産生細胞， GTH産生細胞などの細胞型が存

在するとされているが，個々の細胞の微細構造についての詳細な記述はほとんどなく著者ちのヒメマ

ス (0.nerka)での報告が唯一のものであろう (Nagahamaand Yamamoto， 1969b)。 さらに後腺性下

重体に関しては構成細胞の構造も，作用も全く明らかにされていない。 ζの論文で著者ちは形態学的

特徴によってサケ腺性下重体中11::9種の細胞型を分類する乙とができた。

Prolactin産生細胞は好酸性細胞で規則正しい溜胞状配列を示す。分泌頼粒は 2∞-350mμで円形
もしくは楕円形を示し，電子密度は高く細胞の一端11::線毛，繊毛を有する。 ζれらの形態学的特徴は

ヒメマス (NagahamaandYamamoto，1969b)の場合と良く一致する。キンギョやTilaPiaのProlactin

細胞も分泌頼粒その他細胞内器官の形態などではヒメマスや本種と等しいが， しかし親則正しい鴻胞

状配列は示きない。湖上期のサケの Prolactin細胞は分泌頼粒の多数つまったものから全く分泌頼粒

を欠くものまで稜々の段階がみられ，また粗面小胞体の発達は良い。 とれに対し淡水で飼育した2年

目のサケの Prolactin産生細胞では平行層板状の粗面小胞体の発達は極めて良く， 先に報告したヒメ

マスの Prolactin産生細胞とよく類似していた。 vanOverb民keand McBride (1967)はベニザケが海

から河に移行する際に，乙の種の細胞は大きな変化を示すζとを報告しているが， それは今回得られ

た事実とともに Prolactin産生細胞が魚が海水から淡水へ移行する際に重要な役割を果している ζと

を暗示しており極めて興味深い。

ACTH産生細胞は前腺性下重体∞lumn周辺部の神経性下重体11::接した部分11::層を成して存在し

MacConai1lの鉛ヘマトキシリンに濃染する円形もしくは円柱状の細胞である。 ζの組織学的特徴は

最近Fagerlundet al. (1何8)がMetopironeによる実験から明らかにした o.nerkaとs.gairdneri 
のACTH産生細胞とよく一致する。さらに分泌頼粒は固定液によってやや異った様相を呈するが，一

般には 1印 -2印 mμ で種々の電子密度を示す有芯状の特徴ある形態を示す。 ζれらの分泌願粒の特

徴は T.mossambica (Dhannamba and Nishioka， 1967)およびヒメマス (Nagahamaand Yama-

moto， 1969 b)などの ACTH産生細胞のそれとよく一致するのみでなく ratのCorti∞，trophの分泌

頼粒ともよく類似している (Kurosumiand Kobayashi， 1966)。

STH産生細胞は好酸性細胞で中腺下重体に分散して存在する.分泌頼粒は一様に篭子密度が高く

2∞-300mμで円形であり，ヒメマス，キンギョなどの同種細胞の形態的特徴と全く一致する。
好塩基性細胞第一型は anilineblueなどに弱染する好塩基性細胞で多くは中腺性下重体の背側部の

column周辺部に位置し，キンギ B (Nagahama and Yamamoto， 1969 a)のTSH産生細胞とよく類

似している。また分泌穎粒は約200mμで種々の電子密度を示し，さらに intercistβrnalgranul闘の特
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異的な様相をしばしば呈する。時事乳類の脳下垂体の甲状腺摘出細胞では拡張した粗面小胞体中iζ存在

する暗い球状の頼粒がしばしば観察される.サケの好塩基性細胞第一型中にみられる intercisternal

granulesはとの噌乳類の甲状腺摘出細胞にみられる小胞体内頼粒と非常によく似ているので，好塩基

性細胞第一型はTSH産生細胞である可能性が一層強く示唆された。

好塩基性細胞第二型は湖上期のサケでは中腺性下重体に存在する最も顕著な細胞で主として腹側部

分の∞lumn1とあり，その大部分を占める。 乙の細胞はまた前膿性下重体の鴻胞状/1:配列した Pro-

lactin産生細胞に混じて少数観察される乙ともある。強い好塩基性を示し， P AS， aldehyde fuchsinな

どによく染まる大きな頼粒を有する円形もしくは円柱状の細胞である。 乙の細胞の細胞質中には電子

密度の異なる大小2種類の頼粒が認められ， また拡張した粗面小胞体が広く細胞質全体に分布してい

るのが特徴である。 ζれらの形態学的特徴は Nagahamaand Yamamoto (1969 a)がキンギョで明ら

かにした GTH産生細胞および Nagahamaand Yamamoto (1969 b)がヒメマスで， van Overbeeke and 

McBride (1967)とMcBrideand van Overbeeke (1969)がO.nerkaで明らかにしたGTH産生細胞

と一致する。しかしながら魚類でも GTH産生細胞には噌乳類の場合と同様11:(Barnes， 1962 ; K'町 '0-

sumi， 1968) FSH産生細胞と LH産生細胞とが存在すると主張している研究者もいるのz包n，1966 ; 

Knowles and Vollrath. 1966)。サケ科魚類でも Oliver回 uand Ridgway (1962)は chin∞ksalmon 

で光顕による染色性のちがいなどから GTH産生細胞を beta細胞と gamma細胞の2種/1:分類してい

る。しかしながら上記研究者の多くは単に一時期の個体tとみられる形態学的差異から GTH彦生細胞

を2種類に分類しており， 生殖周期/1:伴う ζれらの細胞の変化などはほとんど調べられていない。著

者らはいくつかの実験解析を行ないキンギョでは GTH産生細胞は一種類であるとの結論を得てい

る(Nagahamaand Yamamoto， 1969a)。サケのGTH産生細胞も形態学的特徴がキンギョのそれと非

常に類似していて一種類の可能性が強い。 ζの細胞の成熟に伴なう変化については稿をあらためて報

告する予定である。

湖上時のサケでは後腺性下重体の細胞は用いた染色剤のほとんどに親和性を示さず，わずかに azan

染色では桃色に，鉛ヘマトキシリンで青紫11:染色されただけである。乙れらの組織学的な特徴はRob-

ertson and Wexler (1962 a， b)がニヲマスと太平洋サケで，また vanOverbeeke and McBride (1967) 

がベニザケで得た結果と一致する。一般にどの細胞にも分泌穎粒が少ない.乙れらの腺細胞は 2種の

細胞型に分類される。すなわち約200mμで多数の分泌穎粒を有する第一型細胞と少数の約3∞mμの
頼粒を有する第二型の細胞である。しかし ζれらの細施の機能は現在全く不明であり， 今後の研究に

待たねばならない。

ザケ腺性下重体の腺細胞より成るcolumn周辺部は極めて特徴ある構造を示す。すなわちωlumnの

腺細胞は扇平な核と遊離したリボゾーム，繊維を含む細胞質から成る特徴ある細胞に接し，その外側

に薄い基底膜が存在する。 乙の細胞は結合組織細胞の特徴を有しておりヒメマスでも観察されている.

神経性下重体と腺細胞との接触部も同様な構造を示し 2枚の基底膜とそれにはさまれた結合組織の薄

い層にへだてられた両者は直接に接する ζとはない.神経性下重体と腺細胞との同様な接触はヒメマ

ス (Nag~ and Yamamoto， 1969b)， ウナギとアナゴ(Knowles岨 dVollrath. 1鰯)で報告され

ており Xyphophorous，Phoxinus laevis (Follenius， 1鈍5)などで知られるシナプス接触とは明らか

に異なる.毛細血管は周囲を薄い属平な内皮細胞で固まれるが，その内皮には直径約印0-8∞Aの
小孔が数多く観察され， さらにその外側には血管周囲腔細胞や摩原繊維などから成る疎性結合組織が

みられる. ζれちの毛細血管およびその周辺の構造は噌乳類のそれと非常によく一致する (Fuji飽，

19回)。

要約

光学顕微鏡と電子顕微鏡による観察から湖上時のサケの (Oncorhynchusketa)腺性下重体11:9種

の細胞型を認めた.
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Prolactin産生細胞は前腺性下重体の主要部分を占め好酸性で溜胞状配列を示す。分泌頼粒は 2∞
-350mμ で円形もしくは楕円形で電子密度は高く，鴻胞腔11:線毛，および繊毛を突出する。 ACTH

産生細胞は前腺性下重体の∞lumn周辺部の神経性下重体11:接した部分11:2-3層の細胞が棚状の層

を作って存在し鉛ヘマトキシリンに強染する。分泌頼粒は 150-250mμで多くの場合，種々の電子密

度を示す有芯状の特徴ある形態を示す。 STH産生細胞は好酸性細胞で中腺性下重体に広く分散して

いる。分泌穎粒は 200~3∞mμ で電子密度が高く円形である。好塩基性細胞第一型は弱い好塩基性

を示し，中腺性下重体の背側部の column周辺に位置し，分泌頼粒は約 2∞mμ で，しばしば特異的
なintercisternalgranule坦の様相を呈する。細胞の形， 染色性および分泌顧粒の微細構造などから ζ

の細胞は TS日産生細胞と判断された。好塩基性細胞第二型は湖上時の魚で最もよく発達していて，

中腺性下重体の腹側columnの大部分を占めていた。好塩基性細胞で aldehydefuchsinや PASに対

して陽性である。細胞質中には電子密度の異なる大小 2種類の頼粒を有し， その形態学的特徴から

GTH産生細胞と推察した。 ζれらの細胞の外Ie中腺性下重体には色素嫌性細胞， および未分化細胞

が観察された。後腺性下垂体の腺細胞はその微細構造に基づいて2種類に分類し得るが， ζれらの細

胞の機能は不明である。

サケ脳下垂体中の腺細胞のωlumnは遊離リポゾ{ムと繊維を多く持った扇平な細胞と隣り合せて

おり， ζれを一層の基底膜が包んでいる。神経性下重体が腺細胞に隣接する場合ι両者が直接Ie接
する ζとなくその聞に結合組織と基底膜が介在している。毛細血管はその周囲を薄い内皮で固まれ，

内皮には直径約印O~800 mAの，J-1'Lがしばしばみられ， さらにその外側に広い毛細血管周囲疫が存

在する。
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Explanadon of Plates 

PLATE 1 

Fig. 1. PituI'飢rygland of a田，xuallym柿ureohum aalmon. Pro-adenohypophyoio 
(PRO)， mω0・吋，enohypophyoio倒ESO)，m伯晶-adenohypoph，戸io(META) and neurohypo-
ph，戸io倒H)are olearly dioti'n伊liohable.Azan. x 50. 
Fig. 2. Neurohypophy冒is (NH) i'n也emeぬ-adenohypoph;戸iswhioh is創I吋 wiもh
aldehyde fuぬ血 posI'色ivemaぬ由，lo.AF. x400. 
Fig.3. Mids品。旬，} Beotion of a part of hypoもhalamUB. Some largeωlls having 
axono仰TOW)晶，reobsぽved.Azan. x却o.
Fig. 4. Prol晶偽i'n-produoing伺 llo(P) showing a follioular arrangement i'n も，hepro・

叫，enohypophyois.Azan. x剖o.
Fig. 5. Mi，ゐ噸伽l飴 otionofもhepro-晶denohypophysis. The pa.lioade layer of 
lωd-hem拘 xyli'npositiveω，rti∞旬。'phs(C) is醐>nbe'何回n伽 le晶d・hem蜘 xyli'nneg凶ive
prolacもi'n-produoingcello (P) and a branch of neurohypoph;戸is.le晶d-hema'句xyli'n.x560. 
Fig.6. Phoもomicrogr晶，phoflμ 関ctionof s晶mepo時ion品目 Fig.5. P， prolaoti'n pro-
duoingω，llo; C，ω玲iωtrophs;NH， neurohypophysio. Weber. Azur II-me仏yleneblue. x 
5伺.
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PLATE II 

Fig.7. Ven回 lpo凶ionofぬem倒0・adenohypophyoio・An晶，bund組側 ofもh 関 ωnd
type ofbωophil圃(B2)are冊。nin the figu:re， whiohωntain AFpo尚ive~岨ul伺・ AF. x 122 
Fig. 8. Bωophilo in the ven術品，1po前ionof the m'ω0・吋enohypophy蜘. Two' k凪do
ofbωophil島町申必前inguioh晶，ble，i.e.， the:6rot type of bωophilo (Bl) and也eoeωndもiypeof 
b鍋 ophilo(B2).， AF. x 5ω. 
Fig. 9. Doroal po凶ionof伽 m蜘 .adenohypoph，戸旭.位， ohroniophぬ611;S，ω脚色0・

もropho.Azan. x 4:∞. 
Fig. 10. Undifferenti晶飴d田u日mぬ.edorsal portion of the m，倒か叫阻ohypophyoI8.
U， undi貸erentiaおdoeUo; NH， neurohypoph，戸泊.x掛O.
時.11. Portion of伽 meta.adeno匂poph;戸io. Mi伽 io(晶，rrow)are often oboerved. 
NH， neurohypophyoio. Az岨.x4:00. 
Fig. 12. Photomiorogr踊，phof1μ鵠的ionohowing則的ionohip創nongneurohypophy. 
oI8 (NH)， glandul町田uo(00) and bl00d (B) of a働 xuallym柿ureohum 働，lmonpituiぬ;ry.
Millo凶.g.Azur 11・me地yleneblue. x 5伺.



PLATE III 

Fig. 13. P回，lactin-produc泊g何Uoin也dpro・adenohypoph;戸泊 of晶画exua11ym凶ure
ohum oa1mon. Many鶴間加rrygr岨叫縄問醐nぬm噌 hoU'色伽 cytop1a8m. G， Go1gi 
畠，ppar.柿田;:M， mr旬。hon制佃・ x9，2伺.
Fig. 14. ProIa.叫n-produo.泊gω11o白色hepro-ad阻 ohypoph;戸iI8of岨凪m晶加m 加0・
ye晶r・oldohum oalmon oultured in fresh wa;旬，r. No色iω 色hewell-developed rough' endo-
plaomio re舗eulum(ER). xl 
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PLATE IV 

Fig. 15. C倒防~phø fixed wi世hWeber oolution in色hepro.副知lohypophyoiaof晶
蹴 ually~色ure chum salmon. The limi伽gmembran，旬。f也，eoeω蜘 'rygra.n'叫ωareoften 
widely関'P&N飴dfrom也位 ωn句n旬. ER， endopIa.smio reti叫 um:M. mi'ωchon制 on.
x13，鎖的.
Fig. 16. Cortiωもrophofixed w地08mium&lone in the pro.&denohypopb;戸iaof a 
m綿urechum 8&lmon. 賞。圃悶蜘rygran叫es&re m，揃，lyv倒ioula.rand伽 V 闘 wI'色hor 
wi也.oU'色 ω'l'eO.ER， endoplasmio脚色ioulum.x 20，0伺.



PLATE V 

Fig. 17. Soma初旬。phln 池島、‘ m舗 0・晶denohytophyoio. . of '晶m 蜘 reohuin踊，1mon.
Dila凶 rough個 dopl晶omioreticnla (ER) are'fouild amo時 anumbor of 'seOf蜘'rygran'蜘.
M. mi色oohonゐion.x18刈ゆ.
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PLATE VI 

， Fig.. 18.. Baoophilo of色hefirat ~ype (百戸時nph)in 舗lð.m，伺o.adenohypop~戸ia of a. 
ma旬1'8 chum脇1mon. No色i06色heomall gra.nul鍋 which.Me  U8ually， ()b町 V吋 intbe 
ex句ndedcia旬rn!1<8of也erough endoplaomic atioulum (~R，). M， mito04ondri岨. x 18刈>0.



PLATE VII 

'時.19. B副司philoof the oeωnd type (Gonado陶酔)inthem蜘・油，nohypophyoil
d 晶 m錦町'Oohum働 lmon. No色ioe鍋嶋 la暗唱， 1何 eleotron.・den駒 gran叫骨骨仏G) 岨 d偽e
amall high eleo蜘 n・dew拘 gra.n叫ω(SG) inぬ.eoyω'pl8am. G， Golgi 略取a揃 UloER， 
endopl鋪 mioretioulum; :M， mi色oohonゐion.x18刈)0.
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PLATE VIII 

Fig. 20. Glandular cells ofぬ.8fi揃 typein世hemeta-adenohypophyoi.o of晶 ma.ture
ohumωlmon. The駒附句:rygra.nule日脚 OI帥 IIin oize. M， mI'も000仙台ion;ER， endoplω-
mio re色ioulum.x 13，0ω. 
Fig. 21. Glandularω，lls of伽駒ωnd勿pe泊色，hem抗争晶denohypopb;戸也 of晶脚色ure
ohum鋤.}mon. Theωm句史ygranuleo are relatI'刊，ly1叫唖 inoize. G， Golgi晶，ppar前田Z
L，lyooω，me; M， mi色ooh>阻むion.xZ3，制)0.



PLATE IX 

，Fig. ，12. Fil&nlen初回融uo加re(1') ob関l'V'edinぬ.emeぬ.adenohypoph，戸ia.l、開Uoof 
a嶋田，allymature ohum脇 lmon.G， Go1gi app畠，ratuo;M， mi伽，hondrion.x 24，0∞. 
Fig. 23. Rel晶tionohipbetw帥nもheneurohypoph，戸io(NH) a.ndぬ，eglandula.r oello 

何C)泊伽 m伽 ;adenohypophyoioof a. m山miohum蜘凶on. They闘 oepa.I'拘dby 
ba駒，men事membraneo(BM) and fibrobl鵬 ioωUoσ'0).xl2.∞O. 
Fig. 24. Colla.gen fiber (CF) in the periω，pillary opa.伺 ofaohum 働.lmonpitui句.ry.
FC， fibroblω色io倒 ll;BM， b制拘mentmembra.ne. x 12，0仰.
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PLATE X 

Fig.25. Rel的ionshipof a岨，pill晶，ry，fibrob弘前iooell8 (FC)岨 d晶glAndularωU((犯).
Fibrobla前iooells (FC)航海 obωrvedbe色W伺 nぬep剖 ω，pillaryopa田 anda glandular伺u.
E， endoぬelial伺 11;F， filamer此 x18，∞o.



PLATE XI 

Fig. 26. Periω.pillary何日 (PC)found inも.heperic晶pillaryspa.ce (PS). BM， ba.駒-
ment membra.ne; E， endωhelia.lω11; G， Golgi appa.ra.tus; L， lyωωme. x 18，000. 
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PLATE XII 

Fig. 27. 恥 1的ionship b倒W帥 n two 伺1I columns in ぬ.emeso-8odenohypophysis. 
Gl8ondul8or cells (GC) are enolosed by fibrobla.前，ic伺 lls(FC) 80nd b80曲mentmembr，組側 (BM).
F， fila.mel向 CT，ωnnec'色ive也sue.x18，∞o. 
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